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開催趣旨： 

生成AIと言葉、そして私たちの生活はどのように変わっていくか 

産業日本語研究会では、産業・科学技術情報の発信力強化や知的生産性の向上を通じ

て、わが国産業界全体の国際競争力強化に資するような、人間が理解しやすく機械が処

理しやすい日本語（「産業日本語」）のあり方を研究しています。この「産業日本語」

の研究は、明瞭な日本語文の作成、高品質な翻訳文の作成コスト低減などにつながるも

のです。 

近年、学習したデータに基づいて文書や画像などを生成することができる生成AIの

開発や実用化が急速に進んでおり、人間の仕事や作業を支援するツールとしての利用が

進展しています。一方で、生成AIの利用が進むことにより、言葉のあり方や安全性の

問題など、私たちの生活に大きな影響を与える可能性があります。 

このような背景のもと、今回のシンポジウムでは、「生成AIと言葉、そして私たち

の生活はどのように変わっていくか」をテーマとし、生成AIの利用が加速する中で、

生成AIの仕組みや動作、コミュニケーションへの活用、リスクなど、産業日本語の未

来を考える上での最新の知見やトピックスを広くご紹介いただきます。本シンポジウム

が、産業日本語の更なる普及につながり、我が国産業に大いに貢献できる機会になるこ

とを期待しております。 

産業界、学術界などからの、多くの皆さまのシンポジウムへのご参加をお待ちしてお

ります。 


